
頼
桃
三
郎
先
生
著
「
票
軍
詩
人
の
手
紙
」
付
タ
リ
「
十
菊
随
筆
」
賛

山

頼
挑
三
郎
先
生
、
広
島
大
学
を
停
年
退
職
さ
る
る
を
記
念
し
て
、
「
詩
人
の

手
紙
」
な
る
論
著
を
上
梓
さ
る
。
時
に
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
十
日
、
発
行
詩

碑
は
、
安
芸
の
国
、
広
島
市
な
る
〝
文
化
評
論
出
版
株
式
会
社
〃
。
菊
判
B
六
、

布
張
紺
表
紙
、
装
岨
清
酒
に
し
て
没
昧
掬
す
べ
L
と
も
評
す
べ
き
か
。
題
震

″
詩
人
乃
手
紙
〟
の
文
字
、
先
生
自
身
の
筆
に
な
る
か
、
璃
然
と
し
て
独
歩
の

風
格
を
視
ず
。

一

〝
緒
言
〝
を
見
る
。

近
世
時
に
お
け
る
〝
文
坑
〟
と
〝
詩
人
〟
の
語
の
、
現
今
に
お
け
る
と
い
か

に
異
な
る
か
を
定
義
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
語
の
近
世
的
定
新
時
を
〝
江
戸

中
期
″
と
い
う
語
で
特
定
さ
れ
る
。
こ
の
〝
江
戸
中
期
〟
と
い
う
の
は
、
具
体

的
に
は
、
享
保
改
革
後
よ
り
文
化
・
文
政
に
至
る
問
を
指
さ
れ
る
ど
と
く
で
あ

る
。
年
号
を
列
挙
す
れ
ば
Y
享
保
二
刀
文
・
寛
保
・
延
芋
究
延
・
宝
磨
・
明
和

・
安
永
・
天
明
・
寛
政
・
孝
和
を
経
て
化
政
の
盛
時
に
至
る
、
大
約
一
世
紀
に

近
き
期
間
で
あ
る
。
一
般
に
、
江
戸
時
代
を
元
禄
と
化
政
の
盛
時
を
中
心
に
前

後
期
に
分
け
る
に
対
し
て
、
〝
江
戸
中
期
〟
な
る
語
で
、
近
世
時
の
こ
の
時
代

を
特
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
先
生
の
近
世
文
学
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
鋭
い
分
析

を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

″
江
戸
中
期
″
な
る
特
定
せ
ら
れ
た
時
代
の
文
学
を
い
え
ば
、
近
世
時
に
お

い
て
も
っ
と
も
多
彩
、
敢
え
て
l
言
に
尽
せ
ば
、
一
方
に
戯
作
な
る
呼
称
で
特

定
さ
れ
る
一
群
、
他
方
に
詩
苑
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
一
群
の
あ
る
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
硬
軟
両
極
の
文
学
は
、
各
自
論
あ
る
も
の
の
、
ま
ず

は
同
一
の
土
壌
に
生
を
享
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
、
硬
を
説
く
人
は
軟
を

知
り
、
軟
を
説
く
人
は
硬
を
知
る
の
要
が
あ
る
。
そ
の
両
様
を
兼
ね
備
え
た
る

人
、
極
め
て
稀
な
る
こ
と
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
知
る
人
ぞ
知
る
、
栢
先
生

は
、
そ
の
稀
な
る
人
の
唯
一
人
者
で
あ
る
。
而
し
て
、
先
生
の
論
は
、
硬
の
極
た

る
寛
政
朱
子
学
再
興
の
主
導
者
頼
春
水
の
文
事
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
ど
と
く

で
あ
る
。
け
だ
し
、
頼
三
兄
弟
の
仲
弟
春
風
豊
国
祖
に
持
た
れ
る
先
生
な
れ

ば
、
必
然
。
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二

第
〓
早
は
、
〝
明
和
・
安
永
の
上
方
文
壇
〟
と
超
さ
れ
る
。

ま
ず
、
春
水
の
「
琶
関
掌
録
」
に
見
ら
れ
る
秋
成
伝
の
聞
き
書
き
の
紹
介
か
ら

始
ま
る
。
こ
の
聞
き
古
き
（
秋
成
が
〝
江
戸
御
旗
元
一
名
家
ノ
孫
ナ
リ
″
と
い

う
）
の
討
偽
に
つ
い
て
は
、
〝
其
父
ノ
遊
蕩
セ
シ
バ
其
少
年
ノ
時
ナ
レ
バ
合
セ

テ
百
年
モ
前
〟
の
こ
と
、
そ
の
確
実
性
に
つ
い
て
は
今
し
ば
ら
く
お
く
と
し

て
、
春
水
が
混
沌
社
の
伺
人
と
し
て
交
遊
し
た
在
阪
文
人
の
一
群
を
、
彼
の

「
在
韓
紀
事
」
に
拠
っ
て
詳
密
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
こ
の
聞
き
書
き
も
当
代
文

人
問
の
生
き
た
伝
聞
と
し
て
精
彩
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
若
冠
十
九
才
の
春
水
が
、
明
和
元
年
始
め
て
上
阪
し
た
時
の
記
録

「
東
遊
雑
記
」
を
紹
介
さ
れ
る
。
「
充
遊
雑
記
」
冒
薪
七
業
を
占
め
る
と
い
う

″
京
阪
文
人
の
姓
名
住
所
録
〟
を
見
る
と
、
竹
原
と
い
う
海
辺
の
町
に
生
を
享

け
た
気
概
清
々
た
る
秀
抜
の
才
子
春
水
の
面
影
が
彷
彿
す
る
と
同
時
に
、
上
方

文
坑
の
実
状
と
地
方
知
識
人
士
と
の
交
流
の
在
り
様
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
は
、
享
保
前
後
か
ら
顕
著
に
見
ら
れ
る
、
幕
初
以
来
上
方
中
心
に

営
為
さ
れ
た
文
事
が
漸
次
崩
れ
去
り
、
一
般
に
文
運
東
漸
と
称
せ
ら
れ
る
現

象
、
実
は
文
卓
が
日
本
全
国
共
通
の
も
の
と
し
て
云
々
さ
れ
る
に
至
る
現
象

が
、
平
賀
中
南
を
始
め
と
す
る
多
く
の
指
南
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
秀
抜
な
り

と
い
え
ど
一
介
の
田
舎
挟
た
る
春
水
に
も
こ
れ
丈
の
署
名
文
士
人
の
名
前
を
列

挙
訪
問
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
こ
の
上
阪

を
機
に
彼
春
水
が
、
「
日
本
詩
史
」
の
著
者
に
し
て
混
沌
詩
杜
の
盟
主
江
村
北

海
の
知
遇
を
得
し
な
ら
ん
と
推
さ
れ
る
。
春
水
の
行
動
を
も
と
に
、
や
が
て
上

方
文
壇
の
実
態
が
浮
き
彫
り
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

江
村
北
海
・
較
孤
山
・
高
子
琴
・
隠
岐
秀
明
・
尾
藤
孝
章
な
ど
の
春
水
・
春

風
宛
の
書
簡
の
解
読
を
通
し
て
1
明
和
・
安
永
の
上
方
文
壇
の
実
態
に
触
れ
ら

れ
る
の
が
、
〝
詩
人
の
手
紙
″
H
・
P
で
あ
る
。
戎
々
は
、
先
生
の
手
引
き
に

よ
っ
て
、
こ
の
期
の
上
方
文
壇
の
息
吹
き
を
体
感
す
れ
ば
よ
い
。
再
録
す
る
を

許
さ
れ
れ
ば
、
「
在
津
記
事
」
の
一
節
を
示
そ
う
。

○
友
人
門
生
毎
送
余
帰
省
至
於
郭
外
。
一
歳
子
琴
専
介
藤
井
充
知
至
大
仁
村
麦

飯
亭
而
別
。
日
帰
日
如
可
期
。
当
復
迎
干
此
。
余
日
以
吾
常
例
則
大
率
為
某

日
。
乃
別
。
已
而
東
遠
。
沿
途
知
旧
要
遮
者
随
宜
辞
去
。
抵
明
石
乃
念
略
可

践
約
。
抵
尼
的
巽
波
。
津
法
尽
日
而
根
。
余
迫
幕
呼
而
波
之
。
入
大
仁
則
夜

英
。
過
麦
飯
亭
訪
問
。
果
有
数
客
即
子
琴
専
介
及
二
三
塾
生
也
。
驚
而
相

賀
。
子
琴
勧
其
所
欝
酒
。
送
近
侍
居
。
亦
一
快
事
。

先
生
は
、
こ
の
一
節
か
ら
〝
菊
花
の
約
〟
を
連
想
さ
れ
る
。
怪
異
詔
と
し
て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

説
か
れ
か
ね
な
い
〝
菊
花
の
約
〟
を
、
時
代
の
好
尚
と
い
う
背
景
を
設
定
す
る

こ
と
で
そ
の
現
実
感
党
を
的
確
に
明
示
さ
れ
る
机
眼
に
三
嘆
す
る
。
先
生
の
中

国
白
話
小
説
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
は
周
知
の
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

か
ら
生
ま
れ
た
近
世
中
期
怪
異
小
説
に
お
け
る
読
み
の
深
さ
も
、
こ
う
し
た
現

実
感
覚
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
清
新
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
せ
ず
ば
な
る
ま
い
。

〓

第
二
章
は
、
〝
頼
家
三
兄
弟
ゼ
と
題
さ
れ
る
。

″
歌
人
彦
文
と
春
水
″
に
お
い
て
は
、
熊
本
藩
儒
員
辛
島
塩
井
の
亭
餌
を
介

し
て
、
晩
年
の
春
水
の
動
向
と
、
水
俣
に
客
死
せ
る
竹
原
出
自
の
歌
人
遺
工
房

文
の
事
蹟
を
深
ら
ん
と
す
る
春
水
の
動
き
を
提
示
し
て
、
安
芸
と
肥
後
の
文
壇

人
の
交
流
を
も
視
野
に
収
め
、
〝
杏
坪
自
伝
「
老
の
く
り
こ
と
」
〟
に
お
い
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

は
、
新
井
白
石
の
「
折
た
く
柴
の
記
」
を
念
頭
に
轡
ら
れ
た
と
さ
れ
る
頼
杏
坪

の
自
伝
「
老
の
く
り
こ
と
」
を
紹
介
し
っ
つ
、
春
水
に
従
っ
て
醇
儒
た
り
し
杏

ヽ

坪
が
吏
と
な
り
し
生
涯
を
た
ど
り
、
〝
春
風
の
長
蹄
旅
行
〟
に
お
い
て
は
、
原
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題
「
森
鴎
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
伝
補
遺
」
が
示
す
ご
と
く
、
文
化
四
年
の
春
風
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

九
州
旅
行
の
記
録
「
通
肥
」
な
ど
を
材
に
伊
沢
伝
の
長
崎
滞
留
中
の
記
事
を
輸

ヽ
ヽ
わ
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
「
市
河
米
庵
と
長
蛤
」
（
国
語
国
文
論
集

・
第
5
号
）
に
お
い
て
、
長
崎
に
於
け
る
文
人
の
動
静
に
つ
い
て
、
論
を
添
加

さ
れ
た
、
長
崎
の
、
天
下
の
文
人
史
伝
に
新
し
い
展
望
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
事
実
に
即
し
た
記
述
に
よ
っ
て
当
代
の
文
士
人
の
生
態
が
躍

如
と
な
る
、
而
し
て
多
く
江
戸
・
上
方
に
偏
し
て
記
述
さ
れ
る
近
世
文
壇
の
在

り
様
が
、
裏
実
、
そ
の
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。

か
っ
て
中
村
幸
彦
先
生
が
、
座
談
で
、
も
っ
と
も
典
型
的
に
し
て
好
も
し
き
儒

者
と
し
て
桶
谷
坪
の
名
を
挙
げ
ら
れ
、
推
称
し
て
止
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
今
も
、
三
次
周
辺
の
故
地
を
訪
れ
れ
ば
、
代
官
た
り
し
杏
坪
の
事
蹟
を
称

賛
す
る
衆
庶
の
声
を
聞
く
。
「
老
の
く
り
こ
と
」
の
紹
介
に
よ
り
、
．
寛
政
の
三
博

士
の
一
人
春
水
の
手
足
た
り
し
万
四
郎
頼
杏
坪
が
、
朱
学
の
理
想
を
実
現
せ
ん

と
し
て
敗
れ
去
る
姿
を
描
出
さ
れ
る
、
そ
の
先
生
の
微
細
に
わ
た
る
輩
は
、
沓

坪
の
智
と
情
の
璧
々
の
深
奥
を
、
共
感
を
も
っ
て
探
り
求
め
て
余
す
所
な
し
と

い
え
た
。
「
春
草
堂
詩
妙
」
の
詩
一
編
を
、
先
生
の
望
み
に
倣
っ
て
再
録
し
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

有
能
に
し
て
善
意
の
人
杏
坪
の
晩
年
に
お
け
る
璃
級
の
気
を
感
得
し
、
時
流
に

抗
し
得
ぬ
人
間
の
悲
愁
を
味
読
し
よ
う
。

○
旧
府
山
河
秋
色
深
。
況
逢
九
日
吏
諏
森
。

郡
無
政
績
違
初
志
。
固
有
災
傷
痛
老
心
。

三

軍
二
章
は
、
〝
悶
外
「
伊
沢
蘭
軒
」
伝
柄
注
〟
と
題
さ
れ
る
。

鴎
外
は
、
史
伝
小
説
「
伊
沢
甜
軒
」
そ
の
十
三
に
お
い
て
、
頼
山
陽
が
寛
政

九
年
四
月
か
ら
一
年
間
江
戸
滞
在
中
、
伊
沢
氏
の
口
碑
と
し
て
〝
山
陽
は
江
戸

に
あ
る
問
に
伊
沢
氏
に
寓
し
、
又
狩
谷
根
斎
の
家
に
も
寓
し
た
′
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
い
い
、
山
陽
江
戸
滞
在
中
の
行
状
不
瑞
な
り
し
託
と
も
す
る
。

こ
の
鴎
外
説
に
対
し
て
、
「
伊
沢
蘭
軒
」
補
注
の
形
で
、
〝
山
陽
の
江
戸
留

学
″
〝
千
蔵
行
状
記
″
〝
千
頑
の
江
戸
生
活
〟
の
三
章
に
わ
た
っ
て
、
買
説
を

確
実
な
資
料
に
拠
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
山
陽
の
不
行
跡
に
つ
い
て
は
、
杏
坪
自

筆
紙
片
に
〝
新
宿
遊
所
に
て
衣
服
質
物
に
致
置
候
云
々
〟
と
あ
り
、
否
定
で
き

ぬ
こ
と
な
が
ら
（
物
堅
き
頼
家
に
と
っ
て
は
特
記
す
べ
き
も
、
ま
ず
は
若
気
の

至
り
に
て
と
い
う
程
の
と
こ
ろ
か
）
、
伊
沢
家
も
し
く
は
狩
谷
家
流
寓
の
実
証

な
き
を
説
き
、
鴎
外
の
伝
に
も
出
て
く
る
頼
千
蔵
な
去
人
物
と
の
誤
伝
か
と
さ

れ
、
そ
の
行
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
．

春
水
の
父
又
十
郎
の
弟
伝
五
郎
一
子
千
蔵
は
、
頼
家
本
来
の
家
業
紺
屋
を
続

け
る
責
務
あ
り
な
が
ら
、
改
業
遊
学
の
志
止
む
こ
と
な
く
江
戸
遊
学
、
伊
沢
・

狩
谷
両
家
引
受
け
、
駒
込
辺
に
居
を
定
め
売
講
貧
古
生
の
苦
難
を
経
て
、
春
水

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

没
後
広
島
に
於
て
少
々
の
門
戸
を
張
っ
た
か
と
さ
れ
る
、
茶
山
の
春
風
宛
番
筒

に
見
ら
れ
る
千
蔵
評
〝
如
仰
御
兄
弟
に
比
す
れ
ば
才
具
は
乏
し
く
ー
略
－
し
か

し
他
家
の
子
弟
に
比
す
れ
ば
抜
群
之
こ
と
に
御
座
候
〟
と
い
う
に
、
千
蔵
の
悲

運
が
あ
る
ど
と
く
で
あ
る
。
こ
の
悲
運
の
才
子
千
蔵
の
行
実
を
、
哀
惜
の
肇
を

も
っ
て
活
写
さ
れ
る
〝
千
蔵
の
江
戸
生
活
〟
は
、
勘
外
の
史
伝
浣
謁
中
の
感
さ

え
あ
る
の
で
あ
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

と
は
い
え
、
先
生
の
真
意
は
伝
補
注
に
の
み
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
山
陽

自
身
が
評
し
て
〝
這
命
中
－
′
＼
一
筋
に
而
行
ぬ
人
に
而
〟
と
い
う
茶
山
の
杏
坪

宛
書
簡
の
紹
介
な
ど
に
、
先
生
の
意
図
さ
れ
る
も
の
を
扱
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
一
読
三
嘆
、
「
近
世
・
近
代
の
こ
と
ば
と
文
学
」
編
集
の
際
、
原
稿
を

い
た
だ
い
て
、
徹
脊
耽
読
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。
〝
緒
言
〟
に
お

い
て
、
〝
人
々
の
手
紙
を
裁
断
し
っ
な
げ
る
遊
び
J
と
い
わ
れ
る
。
鴎
外
さ
ん
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も
読
み
と
る
自
信
が
な
い
と
い
う
（
「
伊
沢
翫
軒
」
そ
の
十
五
）
当
代
一
流
の

文
土
人
の
吾
的
文
書
を
、
正
確
に
読
み
下
し
て
、
そ
れ
を
再
構
築
し
て
い
く
遊

ヽび
が
い
か
な
る
も
の
か
は
、
儒
学
に
闇
く
詩
文
を
解
し
得
ざ
る
我
々
に
現
卸
し

ヽ

　

ヽ

得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遊
び
の
高
さ
を
賛
仰
す
る
の
み
。

四

第
四
声
は
、
〝
風
細
孔
記
〟
と
起
さ
れ
る
。

広
島
の
俳
人
多
賀
掩
凪
律
と
相
家
と
の
交
渉
を
、
風
砕
の
弟
子
凡
十
や
風
律

自
身
の
詐
術
、
春
水
の
旅
行
記
「
引
異
余
編
」
な
ど
を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
し

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

て
い
か
れ
る
。
枇
言
に
説
か
れ
る
ご
と
く
、
文
人
社
会
と
俳
語
の
在
り
様
に
郡

が
及
ぶ
、
得
て
し
て
研
究
者
に
多
く
見
ら
れ
る
専
門
を
遵
守
す
る
視
野
の
狭
さ

に
対
す
る
警
告
と
し
よ
う
。
地
方
俳
壇
の
研
究
家
下
垣
内
和
人
氏
の
業
蹟
に
も

触
れ
ら
れ
る
が
、
近
世
文
芸
研
究
か
俳
壇
と
か
文
琉
と
か
の
転
を
超
越
し
た
文

事
の
研
究
に
展
開
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

巻
末
に
、
細
字
で
、
七
編
の
付
録
資
料
を
紹
介
さ
れ
る
。
春
水
・
春
風
・
沓

坪
三
兄
弟
と
千
蔵
お
よ
び
蕃
帆
の
子
で
春
水
の
養
嗣
子
、
文
化
十
二
年
廿
六
才

で
宍
折
し
た
畠
謀
の
「
酋
棉
雑
記
」
を
含
む
、
詩
稿
を
中
心
と
し
た
各
柿
の
新

資
料
で
あ
る
。

扶
字
に
う
と
く
、
い
ま
だ
味
読
す
る
に
至
ら
な
い
が
、
・
枕
軒
に
楯
え
て
近
世

中
期
の
文
人
た
ち
の
営
為
を
体
感
す
べ
き
好
資
料
で
あ
っ
た
。

五

頼
桃
三
郎
先
生
に
、
「
十
菊
随
筆
」
な
る
随
筆
集
が
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年

よ
り
十
年
間
、
三
原
付
属
校
長
・
園
長
を
勤
め
㌧
り
れ
た
先
生
の
下
で
共
に
学
ば

れ
た
先
生
方
が
、
顆
先
生
の
好
文
章
を
愛
惜
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
、
発
行
所

は
〝
紺
挑
三
郎
損
彰
委
員
会
〟
と
あ
る
。

三
原
付
属
P
・
T
・
A
会
報
所
載
の
〝
P
・
T
・
A
雑
記
〟
を
巻
首
に
、
創

作
童
話
二
編
を
含
め
て
長
短
七
十
一
編
の
文
集
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
巻
頭

野
地
消
夏
先
生
の
序
の
礼
賢
に
尽
き
る
、
文
趣
を
解
し
得
ざ
る
朴
念
仁
の
喋
々

す
る
は
日
放
で
あ
る
。
憩
の
雅
趣
・
文
の
高
雅
・
学
の
博
雅
、
野
地
先
生
の
説

か
れ
る
ど
と
し
、
詣
著
「
詩
人
の
手
紙
」
に
お
い
て
和
決
の
学
に
通
暁
さ
れ
た

る
こ
と
を
示
さ
れ
る
先
生
は
、
「
十
菊
随
筆
」
に
お
い
て
和
洩
洋
の
学
を
体
得

さ
れ
た
る
を
示
さ
れ
る
。
而
し
て
、
私
自
身
、
〓
∩
二
節
に
微
笑
・
微
苦
笑
・

咲
笑
・
快
笑
し
た
こ
と
を
白
状
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
詮
、
下
曙
の
や
か
ら
な

れ
ば
、
と
お
叱
り
を
受
け
ヰ
っ
が
、
例
え
ば
〝
十
苑
斎
随
筆
〟
の
各
欝
な
ど
、

七
メ
ン
ド
ゥ
な
顔
し
て
は
ど
う
し
て
も
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
快
い

笑
い
は
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
体
験
し
ま
し
た
。
エ
ス
プ
リ
の
き
い
た
先
生
の

座
談
の
・
妙
を
思
い
出
す
の
で
す
。

「
詩
人
の
手
紙
」
　
「
十
菊
随
筆
」
、
と
も
に
出
版
さ
れ
て
一
年
に
垂
ん
と
す

る
が
、
地
方
新
聞
紙
上
に
一
度
短
文
の
紹
介
を
見
し
の
み
。

短
見
に
よ
れ
ば
、
頼
先
生
の
心
友
水
野
稔
先
生
の
「
江
戸
小
説
論
だ
」
　
（
中

央
公
論
社
・
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
三
十
日
発
行
）
と
、
中
村
幸
彦
先
生
の

「
近
世
文
芸
思
潮
致
」
　
（
岩
波
書
店
・
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
八
日
発
行
）
と

と
も
に
、
顆
先
生
の
「
詩
人
の
手
紙
」
は
、
近
来
の
近
世
文
芸
研
究
の
三
大
収

乾
の
一
で
あ
る
。
人
あ
り
て
或
い
は
い
う
、
先
生
に
は
地
の
利
あ
り
、
当
然
の

果
実
な
り
と
。
然
し
、
そ
れ
は
短
見
の
誇
り
を
免
れ
な
い
。
先
生
の
学
識
あ
り

て
、
始
め
て
地
の
利
も
生
か
し
得
る
の
で
あ
る
。
緒
言
で
〝
私
は
や
っ
と
五
十

歳
に
近
く
な
っ
た
こ
ろ
、
始
め
て
信
者
文
人
の
真
相
．
に
ふ
れ
る
思
い
が
し
た

〟
と
述
醸
さ
れ
る
先
生
の
そ
れ
ま
で
の
学
の
堆
積
こ
そ
大
切
な
の
で
あ
る
。
地

下
に
ね
む
る
頼
家
三
兄
弟
を
は
じ
め
訳
読
・
千
歳
も
、
先
生
の
学
あ
っ
て
始
め

て
近
代
に
担
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
息
棋
一
氏
に
よ
っ
て
、
家
学
は
継
承
さ
れ
る
。
先
生
、
い
よ
い
よ

健
在
、
広
島
の
地
に
近
世
文
芸
研
究
を
志
す
後
学
を
誘
鼓
さ
れ
ん
こ
と
を
。

（
棺
先
生
の
御
高
著
に
言
及
す
る
任
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
重
々
承
知
の
上
で
、

こ
の
一
文
を
草
し
た
。
い
ま
だ
、
先
生
の
こ
の
名
著
を
云
々
す
る
言
を
知

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
書
評
す
る
学
識
な
く
、
紹
介
す
る
に

は
読
み
解
き
得
ぬ
文
の
多
き
を
い
か
ん
せ
ん
と
て
、
費
と
い
う
。
百
日
蛇

に
怖
じ
ざ
る
言
乞
御
寛
恕
を
。
）
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